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公布された条例のあらまし

 

◎ 副知事等の給与の臨時特例に関する条例（条例第 61 号） 

 1  県の厳しい財政状況の中、平成 25 年度地方財政計画における給与関係経費の削減による地方交付税

等の減額を考慮し、副知事等の給与を特例的に減ずることとしました。 

 2  この条例は、平成 25 年 7 月 1 日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県海岸漂着物地域対策推進基金条例（条例第 62 号） 

1  国から交付される地域環境保全対策費補助金により、海岸漂着物等の回収、処理、発生抑制対策等

に関する事業を実施し、海岸における良好な景観及び環境の保全を図るため、三重県海岸漂着物地域

対策推進基金を設置することとしました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県子ども・子育て会議設置条例（条例第 63 号） 

1  子ども・子育て支援法第 77 条第 4 項の規定に基づき、都道府県子ども・子育て支援事業支援計画に

関する事項並びに子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ計画的な推進に関し必要な事項及び

当該施策の実施状況についての調査審議を行うため、三重県子ども・子育て会議を設置することとし

ました。 

2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県総合博物館条例（条例第 64 号） 

1  三重の自然並びに歴史及び文化に関する資産を保全し、継承し、及び次代へ生かすとともに、地域

社会を支える人づくり及び個性豊かで活力ある地域づくりに貢献するため、博物館法第 18 条の規定

に基づき、三重県総合博物館の設置及び管理について必要な事項を定め、その適正かつ健全な運営を

図ることとしました。 

2  この条例は、平成 26 年 5 月 18 日までの間において規則で定める日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例（条例第 65 号） 

1  地方自治法第 252 条の 17 の 2 第 1 項の規定に基づき、知事の権限に属する事務の一部を市町が処理

することについて改正を行うこととしました。 

 2  この条例は、平成 25 年 7 月 1 日（一部平成 25 年 9 月 1 日）から施行することとしました。 

 

◎ 知事の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例（条例第 66 号） 

 1  県の厳しい財政状況の中、平成 25 年度地方財政計画における給与関係経費の削減による地方交付税

等の減額を考慮し、知事の給料を減ずることとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県手数料条例の一部を改正する条例（条例第 67 号） 

 1  指定試験機関の名称の変更に伴い、規定を整理することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正する条例（条例第 68 号） 

 1  動物の愛護及び管理に関する法律等の一部改正に鑑み、動物愛護管理員等についての規定を整備す

ることとしました。 

 2  この条例は、平成 25 年 9 月 1 日から施行することとしました。 
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条 例 

◎ 災害派遣手当の支給に関する条例の一部を改正する条例（条例第 69 号） 

 1  新型インフルエンザ等対策特別措置法等の施行に伴い、新型インフルエンザ等緊急事態措置の実施

のため派遣された職員に対し支給される新型インフルエンザ等緊急事態派遣手当に関し、規定を整備

することとしました。 

 2  この条例は、公布の日から施行することとしました。 

 

◎ 三重県飲酒運転〇
ゼロ

をめざす条例（条例第 70 号） 

 1  法律による厳罰化が進み飲酒運転に対する社会的非難が高まっているにもかかわらず、県内におい

てもいまだ飲酒運転による事故がなくならないことを踏まえ、規範意識の定着と再発防止を二大柱と

する飲酒運転の根絶に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、県の責務並びに県民及び事業

者の努力を明らかにするとともに基本的な計画の策定、教育及び知識の普及、アルコール依存症に関

する受診義務その他必要なことを定めることとしました。 

 2  この条例は、平成 25 年 7 月 1 日（一部平成 26 年 1 月 1 日）から施行することとしました。 
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副 知 事 等 の 給 与 の 臨 時 特 例 に 関 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 一 号 

副 知 事 等 の 給 与 の 臨 時 特 例 に 関 す る 条 例 

 

（ 目 的 ） 

第 一 条 こ の 条 例 は 、 県 の 厳 し い 財 政 状 況 を 考 慮 し 、 平 成 二 十 五 年 七 月 一 日 か ら 平 成 二 十

六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 （ 以 下 「 特 例 期 間 」 と い う 。 ） に お い て 、 副 知 事 、 教 育 長 、

常 勤 の 監 査 委 員 、 公 営 企 業 管 理 者 及 び 職 員 の 給 与 を 減 額 す る た め の 特 例 を 定 め る こ と を

目 的 と す る 。  

（ 副 知 事 の 給 料 の 額 の 特 例 ）  

第 二 条 特 例 期 間 に お い て は 、 副 知 事 の 給 料 の 額 は 、 知 事 及 び 副 知 事 の 給 与 及 び 旅 費 に 関

す る 条 例 （ 昭 和 三 十 五 年 三 重 県 条 例 第 五 十 三 号 ） 第 一 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 条 の 副

知 事 の 月 額 か ら 、 そ の 百 分 の 十 五 に 相 当 す る 額 を 減 じ て 得 た 額 と す る 。 た だ し 、 期 末 手

当 及 び 退 職 手 当 の 額 の 算 定 に つ い て の 給 料 月 額 は 、 同 条 の 規 定 に よ る 額 と す る 。  

（ 教 育 長 の 給 料 の 額 の 特 例 ）  

第 三 条 特 例 期 間 に お い て は 、 教 育 長 の 給 料 の 額 は 、 三 重 県 教 育 委 員 会 教 育 長 の 給 与 等 に

関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 三 重 県 条 例 第 六 号 ） 第 二 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 条 の 規 定 に

よ り 定 め ら れ る 月 額 か ら 、 そ の 百 分 の 十 に 相 当 す る 額 を 減 じ て 得 た 額 と す る 。 た だ し 、

期 末 手 当 及 び 退 職 手 当 の 額 の 算 定 に つ い て の 給 料 月 額 は 、 同 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ る

額 と す る 。  

（ 常 勤 の 監 査 委 員 の 給 料 の 額 の 特 例 ）  

第 四 条 特 例 期 間 に お い て は 、 常 勤 の 監 査 委 員 の 給 料 の 額 は 、 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら

選 任 さ れ た 監 査 委 員 の 給 与 及 び 旅 費 条 例 （ 昭 和 二 十 二 年 三 重 県 条 例 第 十 九 号 ） 第 一 条 の

規 定 に か か わ ら ず 、 同 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ る 月 額 か ら 、 そ の 百 分 の 十 に 相 当 す る 額

を 減 じ て 得 た 額 と す る 。 た だ し 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当 の 額 の 算 定 に つ い て の 給 料 月 額

は 、 同 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ る 額 と す る 。  

（ 公 営 企 業 管 理 者 の 給 料 の 額 の 特 例 ）  

第 五 条 特 例 期 間 に お い て は 、 公 営 企 業 管 理 者 の 給 料 の 額 は 、 公 営 企 業 管 理 者 の 給 与 及 び

旅 費 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 五 十 九 号 ） 第 一 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 条 の 規

定 に よ り 定 め ら れ る 月 額 か ら 、 そ の 百 分 の 十 に 相 当 す る 額 を 減 じ て 得 た 額 と す る 。 た だ

し 、 期 末 手 当 及 び 退 職 手 当 の 額 の 算 定 に つ い て の 給 料 月 額 は 、 同 条 の 規 定 に よ り 定 め ら

れ る 額 と す る 。  

（ 職 員 の 給 料 及 び 管 理 職 手 当 の 月 額 の 特 例 ）  

第 六 条 特 例 期 間 に お い て は 、 職 員 （ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三 重 県 条 例

第 六 十 七 号 。 以 下 「 職 員 の 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 条 に 規 定 す る 職 員 、 公 立 学 校 職 員

の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 号 。 以 下 「 公 立 学 校 職 員 の 給 与 条 例 」

と い う 。 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 職 員 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す

る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 。 以 下 「 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 」 と い
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う 。 ） 第 一 条 に 規 定 す る 職 員 、 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例

（ 平 成 十 年 三 重 県 条 例 第 五 十 号 。 以 下 「 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第

一 条 に 規 定 す る 職 員 、 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重

県 条 例 第 一 号 。 以 下 「 現 業 職 員 の 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 一 条 に 規 定 す る 現 業 職 員 及 び

県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 三 重 県 条

例 第 二 号 。 以 下 「 県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 一 条 に 規 定 す る

現 業 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 給 料 の 月 額 は 、 職 員 の 給 与 条 例 、 職 員 の 給 与 に 関 す る

条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 十 号 。 以 下 「 平 成 十 八 年 改 正 職

員 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 八 項 か ら 第 十 項 ま で 、 公 立 学 校 職 員 の 給 与 条 例 、 公 立 学

校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 八 年 三 重 県 条 例 第 三 十 二 号 。

以 下 「 平 成 十 八 年 改 正 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 七 項 か ら 第 九 項 ま で 、

企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 、 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 、 現 業 職 員 の 給 与 条 例 、 県

立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 条 例 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年

三 重 県 条 例 第 一 号 。 次 条 に お い て 「 職 員 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 十 六 条 第 三 項 、 公

立 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 三 重 県 条 例 第 二 号 。 次 条 に お い

て 「 公 立 学 校 職 員 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 十 六 条 第 三 項 、 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機

関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 三 重 県 条 例 第 一 号 。 以 下 「 外

国 派 遣 条 例 」 と い う 。 ） 第 四 条 第 一 項 、 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平

成 十 三 年 三 重 県 条 例 第 六 十 六 号 。 以 下 「 公 益 的 法 人 等 派 遣 条 例 」 と い う 。 ） 第 四 条 、 職

員 の 懲 戒 の 手 続 及 び 効 果 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 六 年 三 重 県 条 例 第 三 十 六 号 。 次 条 に お

い て 「 職 員 懲 戒 条 例 」 と い う 。 ） 第 四 条 並 び に 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四

年 三 重 県 条 例 第 一 号 。 以 下 「 育 児 休 業 条 例 」 と い う 。 ） 第 十 七 条 か ら 第 十 九 条 ま で 、 第

二 十 三 条 か ら 第 二 十 五 条 ま で 及 び 第 二 十 九 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 に よ り

定 め ら れ る 額 か ら 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 額 の 当 該 各 号 に 定 め る 割

合 に 相 当 す る 額 （ 当 該 相 当 す る 額 に 一 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て た

額 ） を 減 じ て 得 た 額 と す る 。  

一 職 員 の 給 与 条 例 第 六 条 の 二 に 規 定 す る 特 定 職 員 百 分 の 十  

二 職 員 の 給 与 条 例 第 二 十 一 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 管 理 職 員 （ 次 号 に お い て 「 特 定 管

理 職 員 」 と い う 。 ） で あ っ て 、 職 員 の 給 与 条 例 第 六 条 第 一 項 第 一 号 の 行 政 職 給 料 表 （ 以

下 こ の 号 及 び 第 五 号 に お い て 「 行 政 職 給 料 表 」 と い う 。 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の

職 務 の 級 が 九 級 以 上 で あ る も の 並 び に 行 政 職 給 料 表 以 外 の 各 給 料 表 の 適 用 を 受 け る

職 員 で そ の 職 務 の 複 雑 、 困 難 及 び 責 任 の 程 度 等 が こ れ に 相 当 す る も の の う ち 前 号 に 掲

げ る 職 員 以 外 の も の 百 分 の 九 ・ 五  

三 特 定 管 理 職 員 の う ち 前 二 号 に 掲 げ る 職 員 以 外 の 職 員 百 分 の 八  

四 職 員 の 給 与 条 例 第 十 七 条 、 公 立 学 校 職 員 の 給 与 条 例 第 二 十 二 条 の 二 、 企 業 庁 企 業 職

員 の 給 与 条 例 第 十 条 及 び 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 第 十 四 条 の 規 定 に よ り 管 理

職 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 の う ち 前 三 号 に 掲 げ る 職 員 以 外 の 職 員 百 分 の 七 ・ 五  

五 行 政 職 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 級 が 三 級 以 上 で あ る も の 並 び に 行

政 職 給 料 表 以 外 の 各 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 で そ の 職 務 の 複 雑 、 困 難 及 び 責 任 の 程

度 等 が こ れ に 相 当 す る も の の う ち 前 各 号 に 掲 げ る 職 員 以 外 の も の 百 分 の 五 ・ 九  

平成25年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外

5



六 前 各 号 に 掲 げ る 職 員 以 外 の 職 員 百 分 の 三 ・ 九  
２ 特 例 期 間 に お い て は 、 職 員 の 給 与 条 例 第 十 七 条 、 公 立 学 校 職 員 の 給 与 条 例 第 二 十 二 条

の 二 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 第 十 条 及 び 病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 第 十 四 条 の

規 定 に よ り 管 理 職 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 の 管 理 職 手 当 の 月 額 は 、 こ れ ら の 規 定 に か か わ

ら ず 、 こ れ ら の 規 定 に よ り 定 め ら れ る 額 か ら 、 そ の 百 分 の 十 に 相 当 す る 額 （ 当 該 相 当 す

る 額 に 一 円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て た 額 ） を 減 じ て 得 た 額 と す る 。 

（ 任 期 付 職 員 等 の 給 料 の 月 額 の 特 例 ）  

第 七 条 特 例 期 間 に お い て は 、 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 四 年 三

重 県 条 例 第 六 十 一 号 。 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 「 任 期 付 職 員 条 例 」 と い う 。 ） 第 四

条 に 規 定 す る 特 定 任 期 付 職 員 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 特 定 任 期 付 職 員 」 と い う 。 ） 及 び

一 般 職 の 任 期 付 研 究 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 七 十 二 号 。 以 下

こ の 条 及 び 次 条 に お い て 「 任 期 付 研 究 員 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 に 規 定 す る 第 一 号 任 期

付 研 究 員 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 第 一 号 任 期 付 研 究 員 」 と い う 。 ） の 給 料 の 月 額 は 、 任

期 付 職 員 条 例 、 任 期 付 研 究 員 条 例 、 職 員 勤 務 時 間 条 例 第 十 六 条 第 三 項 、 公 立 学 校 職 員 勤

務 時 間 条 例 第 十 六 条 第 三 項 、 外 国 派 遣 条 例 第 四 条 第 一 項 、 公 益 的 法 人 等 派 遣 条 例 第 四 条 、

職 員 懲 戒 条 例 第 四 条 並 び に 育 児 休 業 条 例 第 二 十 条 、 第 二 十 一 条 及 び 第 二 十 九 条 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 に よ り 定 め ら れ る 額 か ら 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 額 の 当 該 各 号 に 定 め る 割 合 に 相 当 す る 額 （ 当 該 相 当 す る 額 に 一 円 未 満 の 端 数 を

生 じ た と き は 、 こ れ を 切 り 捨 て た 額 ） を 減 じ て 得 た 額 と す る 。  

一 そ の 号 給 が 六 号 給 及 び 七 号 給 で あ る 特 定 任 期 付 職 員 、 任 期 付 職 員 条 例 第 四 条 第 三 項

の 規 定 に よ る 給 料 月 額 を 支 給 さ れ る 特 定 任 期 付 職 員 、 そ の 号 給 が 六 号 給 で あ る 第 一 号

任 期 付 研 究 員 並 び に 任 期 付 研 究 員 条 例 第 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 給 料 月 額 を 支 給 さ

れ る 第 一 号 任 期 付 研 究 員 百 分 の 九 ・ 五  

二 そ の 号 給 が 五 号 給 で あ る 特 定 任 期 付 職 員 並 び に そ の 号 給 が 四 号 給 及 び 五 号 給 で あ

る 第 一 号 任 期 付 研 究 員 百 分 の 八  

三 そ の 号 給 が 四 号 給 で あ る 特 定 任 期 付 職 員 及 び そ の 号 給 が 三 号 給 で あ る 第 一 号 任 期

付 研 究 員 百 分 の 七 ・ 五  

四 そ の 号 給 が 三 号 給 以 下 で あ る 特 定 任 期 付 職 員 並 び に そ の 号 給 が 一 号 給 及 び 二 号 給

で あ る 第 一 号 任 期 付 研 究 員 百 分 の 五 ・ 九  

（ 適 用 除 外 ）  

第 八 条 職 員 の 給 与 条 例 に 規 定 す る 給 料 の 調 整 額 及 び 手 当 、 公 立 学 校 職 員 の 給 与 条 例 に 規

定 す る 給 料 の 調 整 額 、 教 職 調 整 額 及 び 手 当 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 に 規 定 す る 手 当 、

病 院 事 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 に 規 定 す る 給 料 の 調 整 額 及 び 手 当 、 任 期 付 職 員 条 例 第 四

条 第 四 項 に 規 定 す る 特 定 任 期 付 職 員 業 績 手 当 、 任 期 付 研 究 員 条 例 第 五 条 第 五 項 に 規 定 す

る 任 期 付 研 究 員 業 績 手 当 、 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 三 重 県 条 例

第 二 十 九 号 ） に 規 定 す る 特 殊 勤 務 手 当 、 三 重 県 職 員 退 職 手 当 支 給 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 三

重 県 条 例 第 六 十 一 号 ） に 規 定 す る 退 職 手 当 並 び に 公 立 学 校 職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例

（ 昭 和 三 十 年 三 重 県 条 例 第 十 一 号 ） に 規 定 す る 退 職 手 当 の 額 の 算 出 の 基 礎 と な る 給 料 及

び 管 理 職 手 当 の 月 額 に つ い て は 、 前 二 条 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

附 則  
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（ 施 行 期 日 ）  
１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 副 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 廃 止 ）  

２ 副 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） は 、 廃 止 す る 。  

（ 公 立 学 校 職 員 の 期 末 手 当 の 額 の 特 例 ）  

３ こ の 条 例 の 施 行 の 日 の 前 日 に お い て 前 項 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 副 知 事 等 の 給 与 の 特 例

に 関 す る 条 例 附 則 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け て い た 職 員 の 平 成 二 十 五 年 十

二 月 に 支 給 さ れ る 期 末 手 当 の 額 は 、 職 員 の 給 与 条 例 、 平 成 十 八 年 改 正 職 員 給 与 条 例 附 則

第 八 項 か ら 第 十 項 ま で 及 び 第 十 二 項 、 公 立 学 校 職 員 の 給 与 条 例 、 平 成 十 八 年 改 正 公 立 学

校 職 員 給 与 条 例 附 則 第 七 項 か ら 第 十 項 ま で 、 企 業 庁 企 業 職 員 の 給 与 条 例 、 病 院 事 業 庁 企

業 職 員 の 給 与 条 例 、 現 業 職 員 の 給 与 条 例 、 県 立 高 等 学 校 等 の 現 業 職 員 の 給 与 条 例 、 外 国

派 遣 条 例 第 四 条 第 一 項 、 公 益 的 法 人 等 派 遣 条 例 第 四 条 並 び に 育 児 休 業 条 例 第 十 八 条 、 第

十 九 条 及 び 第 二 十 三 条 か ら 第 二 十 五 条 ま で の 規 定 に か か わ ら ず 、 こ れ ら の 規 定 に よ り 定

め ら れ る 額 か ら 、 前 項 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 副 知 事 等 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 規 定

に よ り 平 成 二 十 五 年 六 月 に 支 給 し た 給 料 の 月 額 か ら 減 じ た 額 を 減 じ て 得 た 額 と す る 。  

（ 委 任 ）  

４ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 同 項 に 規 定 す る 職 員 と の 均 衡 を 考 慮 し て 知 事 が 別 に 定 め る

者 の 給 与 の 特 例 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。  
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三 重 県 海 岸 漂 着 物 地 域 対 策 推 進 基 金 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 二 号 

三 重 県 海 岸 漂 着 物 地 域 対 策 推 進 基 金 条 例 

（ 設 置 ） 

第 一 条 国 か ら 交 付 さ れ る 地 域 環 境 保 全 対 策 費 補 助 金 に よ り 、 海 岸 漂 着 物 等 （ 海 岸 に 漂 着

し 、 又 は 海 岸 に 散 乱 し て い る ご み そ の 他 の 汚 物 又 は 不 要 物 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て

同 じ 。 ） の 回 収 、 処 理 及 び 発 生 抑 制 対 策 並 び に 海 岸 漂 着 物 等 の 回 収 及 び 処 理 に 係 る 調 査

研 究 を 実 施 し 、 海 岸 に お け る 良 好 な 景 観 及 び 環 境 の 保 全 を 図 る た め 、 三 重 県 海 岸 漂 着 物

地 域 対 策 推 進 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。 

 （ 積 立 て ） 

第 二 条 基 金 に は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 （ 以 下 「 予 算 」 と い う 。 ） の 定 め る 額 を 積 み 立

て る 。 

 （ 管 理 ） 

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 最 も 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保

管 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 最 も 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 代 え る こ と が で き

る 。 

 （ 運 用 益 金 の 処 理 ） 

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 じ る 収 益 は 、 予 算 に 計 上 し て 、 こ の 基 金 に 編 入 す る も の と す る 。 

 （ 処 分 ） 

第 五 条 基 金 は 、 基 金 の 設 置 の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 経 費 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 限

り 、 予 算 の 定 め る と こ ろ に よ り 処 分 す る こ と が で き る 。 

 （ 繰 替 運 用 ） 

第 六 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率

を 定 め て 、 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で き る 。 

（ 委 任 ） 

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め

る 。 

   附 則 

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

２ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 五 月 三 十 一 日 限 り 、 そ の 効 力 を 失 う 。 こ の 場 合 に お い て 、

基 金 に 残 余 財 産 が あ る と き は 、 当 該 残 余 財 産 の 額 に 相 当 す る 金 額 を 予 算 に 計 上 し て 、 国

庫 に 納 付 す る も の と す る 。 
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三 重 県 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 設 置 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

 

 

 

 平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

                       三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 三 号 

三 重 県 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 設 置 条 例 

（ 設 置 ） 

第 一 条 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 （ 平 成 二 十 四 年 法 律 第 六 十 五 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第

七 十 七 条 第 四 項 の 規 定 に 基 づ く 審 議 会 そ の 他 の 合 議 制 の 機 関 と し て 、 三 重 県 子 ど も ・ 子

育 て 会 議 （ 以 下 「 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 」 と い う 。 ） を 置 き 、 そ の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必

要 な 事 項 は 、 同 条 第 五 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 こ の 条 例 の 定 め

る と こ ろ に よ る 。 

（ 所 掌 事 務 ） 

第 二 条 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 は 、 法 第 七 十 七 条 第 四 項 各 号 に 掲 げ る 事 務 を 処 理 す る も の と

す る 。 

（ 組 織 ） 

第 三 条 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 は 、 委 員 二 十 人 以 内 で 組 織 す る 。 

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 男 女 い ず れ か の 委 員 の 割 合 は 十 分 の 四 を 下 回 ら な い も の と す る 。

た だ し 、 知 事 が や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 

（ 委 員 ） 

第 四 条 委 員 は 、 法 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 に 関 し 学 識 経 験 を 有 す る

者 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 任 命 す る 。 

２ 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。 

３ 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。 

（ 会 長 及 び 副 会 長 ） 

第 五 条 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 に 会 長 及 び 副 会 長 各 一 人 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め る 。 

２ 会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 を 代 表 す る 。 

３ 副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 会 長 が 欠 け た と き は 、 そ の 職

務 を 代 理 す る 。 

（ 会 議 ） 

第 六 条 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 の 会 議 は 、 会 長 が 招 集 し 、 会 長 が 議 長 と な る 。 

２ 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 の 会 議 は 、 委 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 開 く こ と が で き な い 。 

３ 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の と き

は 、 議 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。 

（ 委 員 以 外 の 者 の 出 席 等 ） 

第 七 条 会 長 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 委 員 以 外 の 者 の 出 席 を 求 め 、 そ の 意 見 を 聴

き 、 又 は 必 要 な 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 庶 務 ） 

第 八 条 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 の 庶 務 は 、 健 康 福 祉 部 に お い て 処 理 す る 。 

（ 委 任 ） 
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第 九 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、

会 長 が 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 に 諮 っ て 定 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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三 重 県 総 合 博 物 館 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

                        三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 四 号 

三 重 県 総 合 博 物 館 条 例 

 

（ 設 置 ） 

第 一 条 三 重 の 自 然 並 び に 歴 史 及 び 文 化 に 関 す る 資 産 を 保 全 し 、 継 承 し 、 及 び 次 代 へ 生 か

す と と も に 、 地 域 社 会 を 支 え る 人 づ く り 及 び 個 性 豊 か で 活 力 あ る 地 域 づ く り に 貢 献 す る

た め 、 博 物 館 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 八 十 五 号 ） 第 十 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、 三 重 県

総 合 博 物 館 （ 以 下 「 博 物 館 」 と い う 。 ） を 津 市 に 設 置 す る 。 

（ 事 業 ） 

第 二 条 博 物 館 に お い て は 、 次 の 事 業 を 行 う 。 

一 博 物 館 が 収 集 し 、 保 管 し 、 又 は 展 示 す る 資 料 （ 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方

式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ た 記 録 を い う 。 ）

を 含 む 。 以 下 「 博 物 館 資 料 」 と い う 。 ） を 収 集 し 、 保 管 し 、 展 示 し 、 及 び 一 般 の 利 用

に 供 す る こ と 。 

二 三 重 の 自 然 並 び に 歴 史 及 び 文 化 に 関 す る 資 産 に つ い て の 調 査 研 究 を 行 う こ と 。 

三 三 重 の 自 然 並 び に 歴 史 及 び 文 化 に 関 す る 資 産 に つ い て の 講 演 会 、 観 察 会 、 見 学 会 等

を 行 う こ と 。 

四 公 文 書 館 法 （ 昭 和 六 十 二 年 法 律 第 百 十 五 号 ） の 趣 旨 に の っ と り 、 県 が 保 有 し て い た

歴 史 資 料 と し て 重 要 な 公 文 書 そ の 他 の 記 録 を 博 物 館 資 料 と し て 保 存 し 、 展 示 し 、 及 び

一 般 の 利 用 に 供 す る と と も に 、 こ れ に 関 連 す る 調 査 研 究 を 行 う こ と 。 

五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 三 重 県 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 教 育 委 員 会 」 と い う 。 ） が

必 要 と 認 め る 事 業 を 行 う こ と 。 

（ 休 館 日 ） 

第 三 条 博 物 館 の 休 館 日 は 、 次 の と お り と す る 。 た だ し 、 教 育 委 員 会 が 必 要 が あ る と 認 め

る と き は 、 こ れ を 変 更 し 、 又 は 別 に 休 館 日 を 定 め る こ と が で き る 。 

一 月 曜 日 （ こ の 日 が 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 七 十 八 号 ） に 定

め る 休 日 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 休 日 」 と い う 。 ） に 当 た る と き は 、 そ の 翌 日 以 後 の

最 初 の 休 日 で な い 日 ） 

二 十 二 月 二 十 九 日 か ら 翌 年 の 一 月 三 日 ま で の 日 

（ 開 館 時 間 等 ） 

第 四 条 博 物 館 の 開 館 時 間 （ 第 三 項 に お い て 「 開 館 時 間 」 と い う 。 ） は 、 午 前 九 時 か ら 午

後 七 時 ま で と す る 。 た だ し 、 入 館 で き る 時 間 （ 第 三 項 に お い て 「 入 館 時 間 」 と い う 。 ）

は 、 午 後 六 時 三 十 分 ま で と す る 。 

２ 博 物 館 の 施 設 及 び 設 備 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い う 。 ） を 利 用 す る こ と が で き る 時 間 （ 次

項 に お い て 「 利 用 時 間 」 と い う 。 ） は 、 別 表 第 一 の と お り と す る 。 

３ 教 育 委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 開 館 時 間 、 入 館 時 間 及 び 利 用 時 間 を 変 更

す る こ と が で き る 。 

平成25年6月28日 三　重　県　公　報 号　　外

11



（ 指 示 ） 
第 五 条 館 長 は 、 博 物 館 資 料 又 は 施 設 等 の 保 全 、 館 内 の 秩 序 維 持 そ の 他 博 物 館 の 管 理 上 必

要 が あ る と 認 め る と き は 、 展 示 さ れ た 博 物 館 資 料 の 観 覧 者 （ 第 七 条 の 手 続 を し た 者 を い

う 。 以 下 「 観 覧 者 」 と い う 。 ） 、 博 物 館 資 料 の 利 用 者 （ 第 八 条 の 許 可 を 受 け た 者 を い う 。

第 十 一 条 及 び 第 十 三 条 に お い て 同 じ 。 ） 、 施 設 等 の 利 用 者 （ 第 九 条 の 許 可 を 受 け た 者 を

い う 。 第 十 一 条 及 び 第 十 三 条 に お い て 同 じ 。 ） そ の 他 の 関 係 者 に 対 し 必 要 な 指 示 を す る

こ と が で き る 。 

（ 入 館 の 制 限 ） 

第 六 条 館 長 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に 対 し て は 、 そ の 入 館 を 拒 否 し 、 又 は

退 館 を 命 じ る こ と が で き る 。 

一 め い て い 者 等 他 人 に 危 害 又 は 迷 惑 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 者 

二 博 物 館 資 料 又 は 施 設 等 を 損 傷 す る お そ れ の あ る 者 

三 前 二 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 こ の 条 例 若 し く は こ れ に 基 づ く 教 育 委 員 会 規 則 に 違 反 し 、

又 は 第 五 条 の 指 示 に 従 わ な か っ た 者 

（ 観 覧 の 手 続 ） 

第 七 条 博 物 館 に 入 館 し 、 展 示 さ れ た 博 物 館 資 料 を 観 覧 し よ う と す る 者 は 、 教 育 委 員 会 規

則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 観 覧 の 手 続 を し な け れ ば な ら な い 。 

（ 博 物 館 資 料 の 閲 覧 等 の 許 可 ） 

第 八 条 博 物 館 資 料 の 閲 覧 、 撮 影 等 を し よ う と す る 者 は 、 教 育 委 員 会 の 許 可 を 受 け な け れ

ば な ら な い 。 

（ 施 設 等 の 利 用 の 許 可 ） 

第 九 条 施 設 等 を 利 用 し よ う と す る 者 は 、 教 育 委 員 会 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

（ 許 可 の 条 件 等 ） 

第 十 条 教 育 委 員 会 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 認 め る と き は 、 前 二 条 の 許 可 を

与 え な い も の と す る 。 

一 公 益 を 害 し 、 又 は 善 良 な 風 俗 を 乱 す お そ れ が あ る と き 。 

二 博 物 館 資 料 又 は 施 設 等 を 損 傷 す る お そ れ が あ る と き 。 

三 暴 力 団 （ 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 七 十 七

号 ） 第 二 条 第 二 号 に 規 定 す る 暴 力 団 を い う 。 次 条 第 三 号 に お い て 同 じ 。 ） の 利 益 に な

る と 認 め ら れ る と き 。 

四 博 物 館 の 事 業 の 実 施 に 支 障 を 来 す お そ れ が あ る と き 。 

２ 教 育 委 員 会 は 、 博 物 館 資 料 に 個 人 に 関 す る 情 報 そ の 他 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 情 報

が 記 録 さ れ て い る 場 合 に は 、 第 八 条 の 許 可 を 与 え な い こ と が で き る 。 

３ 教 育 委 員 会 は 、 前 二 条 の 許 可 に 博 物 館 の 管 理 上 必 要 な 条 件 を 付 け る こ と が で き る 。 

（ 許 可 の 取 消 し ） 

第 十 一 条 教 育 委 員 会 は 、 博 物 館 資 料 の 利 用 者 又 は 施 設 等 の 利 用 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か

に 該 当 す る と き は 、 第 八 条 若 し く は 第 九 条 の 許 可 を 取 り 消 し 、 又 は 博 物 館 資 料 の 閲 覧 、

撮 影 等 若 し く は 施 設 等 の 利 用 を 中 止 さ せ る こ と が で き る 。 

一 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 に よ り 許 可 を 受 け た と き 。 

二 許 可 を 受 け た 目 的 に 反 し て 博 物 館 資 料 の 閲 覧 、 撮 影 等 を 行 い 、 又 は 施 設 等 を 利 用 し
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た と き 。 
三 暴 力 団 の 利 益 に な る と 認 め ら れ る と き 。 

四 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 付 け ら れ た 条 件 に 違 反 し た と き 。 

五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 こ の 条 例 若 し く は こ れ に 基 づ く 教 育 委 員 会 規 則 に 違 反

し 、 又 は 第 五 条 の 指 示 に 従 わ な か っ た と き 。 

（ 観 覧 料 ） 

第 十 二 条 博 物 館 に 入 館 し 、 展 示 さ れ た 博 物 館 資 料 を 観 覧 し よ う と す る 者 は 、 別 表 第 二 に

定 め る 額 の 観 覧 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 前 項 の 観 覧 料 は 、 前 納 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 知 事 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る

と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

（ 使 用 料 ） 

第 十 三 条 博 物 館 資 料 の 利 用 者 又 は 施 設 等 の 利 用 者 は 、 別 表 第 三 に 定 め る 額 の 使 用 料 を 納

付 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 前 項 の 使 用 料 は 、 第 八 条 又 は 第 九 条 の 許 可 の 際 に 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、

知 事 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

（ 博 物 館 協 議 会 ） 

第 十 四 条 博 物 館 法 第 二 十 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 博 物 館 に 三 重 県 総 合 博 物 館 協 議 会 （ 以

下 「 協 議 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。 

（ 組 織 ） 

第 十 五 条 協 議 会 は 、 委 員 十 五 人 以 内 で 組 織 す る 。 

２ 委 員 は 、 次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 教 育 委 員 会 が 任 命 す る 。 

一 学 校 教 育 及 び 社 会 教 育 の 関 係 者 

二 家 庭 教 育 の 向 上 に 資 す る 活 動 を 行 う 者 

三 学 識 経 験 の あ る 者 

四 前 三 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 者 

３ 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。 

４ 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。 

５ 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 男 女 の い ず れ か 一 方 の 委 員 の 数 は 、 委 員 の 総 数 の 十 分 の 四 未

満 と な ら な い も の と す る 。 た だ し 、 教 育 委 員 会 が や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め た 場 合

は 、 こ の 限 り で な い 。 

（ 会 長 及 び 副 会 長 ） 

第 十 六 条 協 議 会 に 、 会 長 及 び 副 会 長 各 一 人 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り 定 め る 。 

２ 会 長 は 、 協 議 会 の 会 務 を 総 理 し 、 協 議 会 を 代 表 す る 。 

３ 副 会 長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 が あ る と き は そ の 職 務 を 代 理 し 、 会 長 が 欠 け た

と き は そ の 職 務 を 行 う 。 

（ 会 議 ） 

第 十 七 条 協 議 会 の 会 議 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 会 議 」 と い う 。 ） は 、 会 長 が 招 集 し 、 議

長 と な る 。 

２ 会 議 は 、 委 員 の 過 半 数 が 出 席 し な け れ ば 開 く こ と が で き な い 。 

３ 会 議 の 議 事 は 、 出 席 委 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議 長 の 決 す る と こ ろ に
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よ る 。 
（ 罰 則 ） 

第 十 八 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 万 円 以 下 の 過 料 に 処 す る 。 

一 第 五 条 の 指 示 に 従 わ な か っ た 者 

二 第 六 条 の 規 定 に よ る 入 館 の 拒 否 又 は 退 館 の 命 令 に 従 わ な か っ た 者 

三 第 七 条 の 手 続 を し な い で 入 館 し 、 展 示 さ れ た 博 物 館 資 料 を 観 覧 し た 者 

四 第 八 条 の 許 可 を 受 け な い で 博 物 館 資 料 の 閲 覧 、 撮 影 等 を 行 っ た 者 

五 第 九 条 の 許 可 を 受 け な い で 施 設 等 を 利 用 し た 者 

六 第 十 一 条 の 規 定 に よ る 許 可 の 取 消 し 又 は 中 止 処 分 に 従 わ な か っ た 者 

（ 他 の 条 例 と の 関 係 ） 

第 十 九 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 三 重 県 税 外 収 入 通 則 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 三 重 県

条 例 第 十 三 号 ） に 定 め る 事 項 に つ い て は 、 そ の 定 め る と こ ろ に よ る 。 

（ 委 任 ） 

第 二 十 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 博 物 館 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 又 は 教

育 委 員 会 規 則 で 定 め る 。 

附 則 

（ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 五 月 十 八 日 ま で の 間 に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

た だ し 、 附 則 第 三 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

（ 三 重 県 立 博 物 館 条 例 の 廃 止 ） 

２ 三 重 県 立 博 物 館 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 三 重 県 条 例 第 四 十 九 号 ） は 、 廃 止 す る 。 

 （ 準 備 行 為 ） 

３ こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 条 例 の 施 行 前 に お い て も 行 う

こ と が で き る 。 

別 表 第 一 （ 第 四 条 関 係 ） 

区 分 利 用 時 間 

基 本 展 示 室 企 画 展 示 室 交 流 展 示 室 午 前 九 時 か ら 午 後 五 時 ま で 

交 流 活 動 室 こ ど も 体 験 展 示 室 実 習 室 資

料 閲 覧 室 三 重 の 実 物 図 鑑 レ ク チ ャ ー ル ー

ム レ フ ァ レ ン ス カ ウ ン タ ー 

午 前 九 時 か ら 午 後 七 時 ま で 

別 表 第 二 （ 第 十 二 条 関 係 ） 

観 覧 料 

基 本 展 示 

個 人 

区 分 

 

団 体 

企 画 展 示 及 び 特

別 企 画 展 示 

年 間 パ ス ポ ー

ト 券 に よ る 観

覧 

小 学 生 、 中 学 生 、 高 校 生

及 び こ れ ら に 準 ず る 者 

― ― 展 示 等 を 行 う の

に 要 す る 費 用 を 

― 

大 学 生 及 び こ れ に 準 ず る 三 〇 〇 円 二 四 〇 円 勘 案 し て そ の 都 一 、 〇 〇 〇 円

者 度 知 事 が 定 め る 

一 般 五 〇 〇 円 四 〇 〇 円 額 一 、 六 〇 〇 円
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備 考 

一 基 本 展 示 の 団 体 の 欄 に 掲 げ る 額 は 、 観 覧 者 が 二 十 人 以 上 の 団 体 を 構 成 し て い る 場

合 の 当 該 構 成 員 （ 団 体 の 引 率 者 を 含 む 。 ） 一 人 当 た り の 観 覧 料 を い う 。 

二 特 別 企 画 展 示 と は 、 教 育 委 員 会 が 定 め る 特 別 な 企 画 に よ る 展 示 を い う 。 

三 年 間 パ ス ポ ー ト 券 と は 、 交 付 を 受 け た 日 か ら 起 算 し て 一 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間

に お い て 、 基 本 展 示 及 び 企 画 展 示 を 観 覧 す る こ と が で き る 券 を い う 。 

別 表 第 三 （ 第 十 三 条 関 係 ） 

区     分 使   用   料 

博 物 館 資 料 一 回 に つ き 、 一 点 五 、 〇 〇 〇 円 以 下 の 範 囲 内 に お い て

知 事 が 定 め る 額 

交 流 展 示 室 一 時 間 に つ き 一 、 八 九 〇 円 

レ ク チ ャ ー ル ー ム 一 時 間 に つ き 一 、 六 八 〇 円 

備 考 使 用 時 間 に 一 時 間 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 は 一 時 間 と す る 。 
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三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に

公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 五 号 

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

 三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。 

別 表 第 二 第 六 号 の 三 の 項 イ 中 「 基 づ く 」 の 下 に 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 に 関 す る 」 を 加 え 、

「 動 物 取 扱 業 の 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 の 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 申 請 書 」 を 「 第 一 種 動 物

取 扱 業 登 録 申 請 書 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 者 登 録 簿 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 者 登 録 簿 」 に 、 「 動

物 取 扱 業 者 へ の 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 者 へ の 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 拒 否 」 を 「 第 一 種 動

物 取 扱 業 登 録 拒 否 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 更 新 申 請 書 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 登 録 更 新 申 請

書 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 更 新 登 録 の 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 更 新 登 録 の 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 更

新 登 録 拒 否 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 更 新 登 録 拒 否 」 に 、 「 第 十 四 条 第 一 項 及 び 第 二 項 」 を 「 第

十 四 条 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 者 の 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 者 の 」 に 、 「 第

十 四 条 第 三 項 」 を 「 第 十 四 条 第 四 項 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 変 更 登 録 の 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業

変 更 登 録 の 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 変 更 登 録 拒 否 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 変 更 登 録 拒 否 」 に 改 め 、

(
ﾉ
)

か ら (ﾋ
)

ま で を 削 り 、 「 動 物 取 扱 業 者 に 対 す る 」 及 び 「 動 物 取 扱 業 者 か ら の 」 を 「 第 一 種

動 物 取 扱 業 者 に 対 す る 」 に 改 め 、 (ヰ
)

を (ｵ
)

と し 、 (ｳ
)

を (ﾉ
)

と し 、 (
ﾑ
)

を (ヰ
)

と し 、 

「     

   (
ﾗ
)

 法 第 二 十 二 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 動 物 取 扱 責 任

者 研 修 の 実 施 

  

を

   」  

「     

   (
ﾗ
)

 法 第 二 十 二 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 動 物 取 扱 責 任

者 研 修 の 実 施 

(
ﾑ
)

 法 第 二 十 二 条 の 六 第 二 項 の 規 定 に よ る 犬 猫 等

の 種 類 ご と の 数 等 の 届 出 の 受 理 

(
ｳ
)

 法 第 二 十 二 条 の 六 第 三 項 の 規 定 に よ る 犬 猫 等

販 売 業 者 に 対 す る 犬 猫 等 の 検 案 書 等 の 提 出 命 令 

  
に

   」  

改 め 、 同 項 ニ 中 「 ハ ま で 」 を 「 ホ ま で 」 に 改 め 、 同 項 ニ を 同 項 ヘ と し 、 同 項 ハ 中 「 ね こ 」

を 「 猫 」 に 改 め 、 同 項 ハ を 同 項 ホ と し 、 同 項 ロ 中 「 動 物 取 扱 業 登 録 申 請 者 」 を 「 第 一 種 動

物 取 扱 業 登 録 申 請 者 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 証 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 登 録 証 」 に 、 「 動 物

取 扱 業 の 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 の 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 更 新 登 録 証 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業

更 新 登 録 証 」 に 改 め 、 (
ﾁ
)

か ら (
ﾇ
)

ま で を 削 り 、 「 動 物 取 扱 業 変 更 届 出 者 」 を 「 第 一 種 動 物 取

扱 業 変 更 届 出 者 」 に 改 め 、 (
ﾙ
)

を (
ﾁ
)

と し 、 (
ｦ
)

を (
ﾘ
)

と し 、 

「     
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改 め 、 (
ｶ
)

を (
ﾜ
)

と し 、 (
ﾖ
)

か ら (
ﾑ
)

ま で を (
ｶ
)

か ら (
ﾗ
)

ま で と し 、 「 第 十 八 条 第 四 項 」 を 「 第 十 八

条 第 五 項 」 に 改 め 、 (
ｳ
)

を (
ﾑ
)

と し 、 ( ヰ
)

か ら (
ｸ
)

ま で を (
ｳ
)

か ら (
ｵ
)

ま で と し 、 同 項 ロ を 同 項 ニ と

し 、 同 項 イ の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。 

 (
ﾜ
)

 省 令 第 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 他 都 道 府 県 の

開 催 す る 動 物 取 扱 責 任 者 研 修 の 取 扱 規 定 の 制 定 

  

を

   」  

「     

 (
ﾇ
)

 省 令 第 十 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 他 の 都 道 府 県

の 知 事 が 開 催 す る 動 物 取 扱 責 任 者 研 修 の 取 扱 規

程 の 制 定 

(
ﾙ
)

 省 令 第 十 条 の 六 第 三 項 の 規 定 に よ る 第 二 種 動

物 取 扱 業 の 届 出 を 行 う 者 へ の 必 要 書 類 の 提 出 要

求 

(
ｦ
)

 省 令 第 十 二 条 の 二 の 規 定 に よ る 虐 待 の お そ れ

が あ る 事 態 を 生 じ さ せ て い る 者 へ の 指 導 又 は 状

況 把 握 

  

に

   」  

 ロ 法 に 基 づ く 第 二 種 動 物 取 扱 業 に 関 す る 次 に 掲 げ

る 事 務 

(
ｲ
)

 法 第 二 十 四 条 の 二 の 規 定 に よ る 第 二 種 動 物 取 扱

業 届 出 書 の 受 理 

(
ﾛ
)

 法 第 二 十 四 条 の 三 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ

る 第 二 種 動 物 取 扱 業 者 の 変 更 届 等 の 受 理 

(
ﾊ
)

 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い て 準 用 す る 法 第 十 六 条

第 一 項 の 規 定 に よ る 第 二 種 動 物 取 扱 業 者 の 廃 業 等

の 届 出 の 受 理 

(
ﾆ
)

 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い て 準 用 す る 法 第 二 十 三

条 第 一 項 の 規 定 に よ る 基 準 を 遵 守 し て い な い 第 二

種 動 物 取 扱 業 者 に 対 す る 改 善 勧 告 

(
ﾎ
)

 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い て 準 用 す る 法 第 二 十 三

条 第 三 項 の 規 定 に よ る 勧 告 に 従 わ な い 第 二 種 動 物

取 扱 業 者 に 対 す る 措 置 命 令 

(
ﾍ
)

 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い て 準 用 す る 法 第 二 十 四

条 第 一 項 の 規 定 に よ る 第 二 種 動 物 取 扱 業 者 に 対 す

る 飼 養 施 設 の 状 況 等 の 報 告 要 求 及 び 立 入 検 査 

ハ イ 及 び ロ に 掲 げ る も の の ほ か 、 法 に 基 づ く 次 に 掲

げ る 事 務 

(
ｲ
)

 法 第 二 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 周 辺 の 生 活

環 境 を 損 ね て い る 者 に 対 す る 勧 告 
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(
ﾛ
)

 法 第 二 十 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 周 辺 の 生 活

環 境 を 損 ね て い る 者 に 対 す る 勧 告 に 係 る 措 置 命

令 
(
ﾊ
)

 法 第 二 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 虐 待 の お そ

れ が あ る 事 態 を 生 じ さ せ て い る 者 に 対 す る 措 置

命 令 又 は 勧 告 

(
ﾆ
)

 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 の

飼 養 許 可 

(
ﾎ
)

 法 第 二 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 の

飼 養 許 可 申 請 書 の 受 理 

(
ﾍ
)

 法 第 二 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 飼

養 許 可 へ の 条 件 の 付 与 

(
ﾄ
)

 法 第 二 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 の

飼 養 変 更 許 可 

(
ﾁ
)

 法 第 二 十 八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る 法 第 二

十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 飼 養 変 更 許

可 へ の 条 件 の 付 与 

(
ﾘ
)

 法 第 二 十 八 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 飼

養 者 か ら の 軽 微 な 変 更 の 届 出 の 受 理 

(
ﾇ
)

 法 第 二 十 九 条 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 の 飼 養 許

可 の 取 消 し 

(
ﾙ
)

 法 第 三 十 二 条 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 飼 養 者 に

対 す る 措 置 命 令 等 

(
ｦ
)

 法 第 三 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 特 定 動 物 飼

養 者 に 対 す る 飼 養 施 設 の 状 況 等 の 報 告 要 求 及 び

立 入 検 査 

(
ﾜ
)

 法 第 三 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 犬 又 は 猫 の

所 有 者 か ら の 引 取 り 

(
ｶ
)

 法 第 三 十 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 犬 又 は 猫 の

引 取 場 所 の 指 定 

(
ﾖ
)

 法 第 三 十 五 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 同 条 第

一 項 本 文 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 所 有 者 の 判 明

し な い 犬 又 は 猫 の 引 取 り 及 び 引 取 場 所 の 指 定 

(
ﾀ
)

 法 第 三 十 五 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 犬 又 は 猫 の

返 還 及 び 譲 渡 

(
ﾚ
)

 法 第 三 十 五 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 犬 又 は 猫 の

引 取 り 又 は 譲 渡 業 務 の 委 託 

(
ｿ
)

 法 第 三 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 負 傷 動 物 等

の 通 報 の 受 理 

(
ﾂ
)

 法 第 三 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 報 時 の 負
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傷 動 物 又 は 死 体 の 収 容 

(
ﾈ
)

 法 第 三 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 犬 又 は 猫 の

引 取 り の 際 の 繁 殖 制 限 の 指 導 及 び 助 言 
(
ﾅ
)

 法 第 三 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 動 物 愛 護 推

進 員 の 委 嘱 

(
ﾗ
)

 法 第 三 十 九 条 の 規 定 に よ る 協 議 会 の 設 置 

(
ﾑ
)

 法 第 四 十 一 条 の 二 の 規 定 に よ る 獣 医 師 に よ る

通 報 の 受 理 

別 表 第 二 第 十 八 号 の 二 の 項 中 「 各 市 町 （ 」 の 下 に 「 津 市 、 」 を 加 え 、 同 表 第 三 十 二 号 の

二 の 項 を 削 る 。 

   附 則 

（ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 二 第 六 号 の 三 の 項

の 改 正 規 定 は 、 平 成 二 十 五 年 九 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

（ 処 分 、 申 請 等 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 改 正 前 の 別 表 第 二 第 三 十 二 号 の 二 の 項 に 掲 げ る 事 務 に 係 る 条 例 又

は 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 条 例 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 多 気 町 長 が し た 申 請 書

の 受 理 そ の 他 の 行 為 で 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 こ の 項

に お い て 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 条 例 等 の 規 定 に よ り 多 気 町 長 に 対 し て な さ れ た 申 請

そ の 他 の 行 為 は 、 施 行 日 以 後 に お け る 条 例 等 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。 

３ 附 則 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 際 改 正 後 の 別 表 第 二 第 六 号 の 三 の 項 に 掲

げ る 事 務 に 係 る 法 令 、 条 例 又 は 規 則 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 法 令 等 」 と い う 。 ） の 規 定

に よ り 知 事 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 で 現 に そ の 効 力 を 有 す る も の 又 は 附 則 第 一 項 た だ

し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 法 令 等

の 規 定 に よ り 知 事 に 対 し て な さ れ た 申 請 そ の 他 の 行 為 で 施 行 日 以 後 に お い て 四 日 市 市

長 が 管 理 し 、 及 び 執 行 す る こ と と な る 事 務 に 係 る も の は 、 施 行 日 以 後 に お け る 法 令 等 の

適 用 に つ い て は 、 四 日 市 市 長 が し た 処 分 そ の 他 の 行 為 又 は 四 日 市 市 長 に 対 し て な さ れ た

申 請 そ の 他 の 行 為 と み な す 。 
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知 事 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま

す 。 
平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 六 号 

知 事 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

知 事 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 三 重 県 条 例 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。 

附 則 第 一 項 に 見 出 し と し て 「 （ 施 行 期 日 ） 」 を 付 す る 。 

附 則 第 二 項 の 前 に 見 出 し と し て 「 （ 知 事 の 給 与 の 特 例 の 読 替 え ） 」 を 付 す る 。 

附 則 に 次 の 一 項 を 加 え る 。 

３ 平 成 二 十 五 年 七 月 一 日 か ら 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 第 二 条 の 規 定

の 適 用 に つ い て は 、 同 条 中 「 百 分 の 三 十 」 と あ る の は 「 百 分 の 四 十 」 と す る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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に 改 め 、 

 

 

 

 

 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 改 正 後 の 三 重 県 手 数 料 条 例 の 規 定 は 、 平 成 二 十 五 年

四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。 

三 重 県 条 例 第 六 十 七 号 

同 表 第 十 三 号 の 項 中           を            に 改 め る 。 

                                                 

                       三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

        「           「 

                                   

           「            「  

                    

                      」            」 

別 表 第 二 十 第 九 号 の 項 中            を            

三 重 県 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

三 重 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

                 」           」 

三 重 県 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

附 則 

財 団 法 人 建 築 技 術 教

育 普 及 セ ン タ ー 

財 団 法 人 不 動 産 適 正

取 引 推 進 機 構 

公 益 財 団 法 人 建 築 技

術 教 育 普 及 セ ン タ ー 

一 般 財 団 法 人 不 動 産

適 正 取 引 推 進 機 構 
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三 重 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に

公 布 し ま す 。 
平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

 

 

                       三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 八 号 

三 重 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

三 重 県 動 物 の 愛 護 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 五 十 六 年 三 重 県 条 例 第 三 十 三 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 十 一 条 第 二 項 中 「 第 三 十 五 条 第 二 項 」 を 「 第 三 十 五 条 第 三 項 」 に 、 「 同 条 第 一 項 」 を

「 同 条 第 一 項 本 文 」 に 、 「 ね こ 」 を 「 猫 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 当 該 申 し 出 」 を 「 当 該

申 出 」 に 改 め る 。 

第 十 四 条 第 一 項 中 「 第 二 十 四 条 第 一 項 」 の 下 に 「 （ 法 第 二 十 四 条 の 四 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） 」 を 加 え 、 「 第 三 十 四 条 の 規 定 に 基 づ き 動 物 愛 護 管 理 員 」 を 「 第 三 十 四 条 第 一

項 に 規 定 す る 動 物 愛 護 担 当 職 員 （ 次 項 に お い て 「 動 物 愛 護 管 理 員 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。 

第 十 五 条 第 一 号 中 「 第 十 条 」 を 「 第 十 条 第 一 項 」 に 、 「 に よ り 動 物 取 扱 業 」 を 「 に よ る

第 一 種 動 物 取 扱 業 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 申 請 手 数 料 」 を 「 第 一 種 動 物 取 扱 業 登 録 申 請 手

数 料 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 第 十 三 条 」 を 「 第 十 三 条 第 一 項 」 に 、 「 に よ り 動 物 取 扱 業 」

を 「 に よ る 第 一 種 動 物 取 扱 業 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 更 新 申 請 手 数 料 」 を 「 第 一 種 動 物 取

扱 業 登 録 更 新 申 請 手 数 料 」 に 改 め 、 同 条 第 三 号 中 「 に よ り 動 物 取 扱 業 登 録 証 」 を 「 に よ る

第 一 種 動 物 取 扱 業 登 録 証 」 に 、 「 動 物 取 扱 業 登 録 証 再 交 付 申 請 手 数 料 」 を 「 第 一 種 動 物 取

扱 業 登 録 証 再 交 付 申 請 手 数 料 」 に 改 め 、 同 条 第 四 号 中 「 第 二 十 六 条 」 を 「 第 二 十 六 条 第 一

項 」 に 、 「 に よ り 」 を 「 に よ る 」 に 改 め 、 同 条 第 五 号 中 「 第 二 十 八 条 」 を 「 第 二 十 八 条 第

一 項 」 に 、 「 に よ り 」 を 「 に よ る 」 に 改 め 、 同 条 第 七 号 中 「 第 三 十 五 条 第 一 項 」 を 「 第 三

十 五 条 第 一 項 本 文 」 に 、 「 に よ り 」 を 「 に よ る 」 に 、 「 ね こ 」 を 「 猫 」 に 改 め る 。 

第 十 六 条 中 「 第 三 十 五 条 第 二 項 」 を 「 第 三 十 五 条 第 三 項 」 に 、 「 同 条 第 一 項 」 を 「 同 条

第 一 項 本 文 」 に 、 「 ね こ 」 を 「 猫 」 に 改 め る 。 

附 則 

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 九 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
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災 害 派 遣 手 当 の 支 給 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公

布 し ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬 

三 重 県 条 例 第 六 十 九 号 

災 害 派 遣 手 当 の 支 給 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 

災 害 派 遣 手 当 の 支 給 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 八 年 三 重 県 条 例 第 三 十 五 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。 

第 一 条 中 「 第 百 五 十 四 条 」 の 下 に 「 及 び 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法 （ 平

成 二 十 四 年 法 律 第 三 十 一 号 ） 第 四 十 四 条 」 を 、 「 武 力 攻 撃 災 害 等 派 遣 手 当 」 の 下 に 「 及

び 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 緊 急 事 態 派 遣 手 当 」 を 、 「 第 三 十 八 条 」 の 下 に 「 及 び 新 型 イ

ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 別 措 置 法 施 行 令 （ 平 成 二 十 五 年 政 令 第 百 二 十 二 号 ） 第 十 条 」 を

加 え る 。 

  附 則 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 
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三 重 県 飲 酒 運 転 〇
ゼ ロ

を め ざ す 条 例 を こ こ に 公 布 し ま す 。 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

                       三 重 県 知 事  鈴 木 英 敬   

三 重 県 条 例 第 七 十 号 

  三 重 県 飲 酒 運 転 〇
ゼ ロ

を め ざ す 条 例 

飲 酒 運 転 に よ る 事 故 か ら 県 民 一 人 ひ と り の 命 を 守 り た い 。 こ れ は 、 誰 も が 願 う 切 実 な 思

い で あ る 。 し か し 、 法 律 に よ る 厳 罰 化 が 進 み 飲 酒 運 転 に 対 す る 社 会 的 非 難 が 高 ま っ て い る

に も か か わ ら ず 、 県 内 に お い て も い ま だ 飲 酒 運 転 に よ る 事 故 は な く な ら ず 、 大 切 な 命 が こ

の 本 来 防 ぐ こ と が で き る 事 故 に よ り 奪 わ れ て い る 。 

私 た ち は 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 の た め に は 、 法 律 に よ る 厳 罰 化 と い う 外 形 的 な 対 応 だ け で は

な く 、 規 範 意 識 の 定 着 や 再 発 防 止 と い う 内 面 的 な 観 点 か ら の 取 組 が 必 要 で あ る と 考 え る 。

そ し て 、 規 範 意 識 の 定 着 の た め に は 教 育 機 関 等 に よ る 教 育 及 び 知 識 の 普 及 を 、 ま た 再 発 防

止 の た め に は 特 に ア ル コ ー ル 依 存 症 に 意 識 を 向 け る こ と を 、 実 効 性 あ る 施 策 の 具 体 的 な 取

組 と し て 掲 げ る 。 

ま た 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 の た め に は 、 公 務 に 携 わ る 者 が 率 先 し て 取 り 組 む こ と は も ち ろ ん 、

県 民 一 人 ひ と り が 飲 酒 運 転 は 大 切 な 命 を 奪 う 重 大 な 事 故 の 原 因 と な る こ と を 深 く 認 識 す る

と と も に 、 飲 酒 運 転 を し な い 、 さ せ な い 、 許 さ な い と い う 強 い 自 覚 を 持 っ て 取 り 組 む こ と

が 重 要 で あ る 。 

こ こ に 、 私 た ち は 、 規 範 意 識 の 定 着 及 び 再 発 防 止 と い う 観 点 か ら の 取 組 を 中 心 に 、 県 、

県 民 等 が 一 致 協 力 し 飲 酒 運 転 を 根 絶 す る た め の 取 組 を 行 う こ と に よ り 、 一 日 で も 早 く 飲 酒

運 転 が 〇
ゼ ロ

と な る こ と に 願 い を 込 め 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。  

（ 目 的 ） 

第 一 条 こ の 条 例 は 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 し 、 県 の 責 務 並 び に 県 民 及 び 事 業 者 の 努 力 を 明

ら か に す る と と も に 、 基 本 的 な 計 画 の 策 定 、 教 育 及 び 知 識 の 普 及 、 ア ル コ ー ル 依 存 症 に

関 す る 受 診 義 務 そ の 他 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 施 策 を

総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 県 民 が 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 社 会 の 実 現 に 資

す る こ と を 目 的 と す る 。 

（ 定 義 ） 

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る

と こ ろ に よ る 。 

一 飲 酒 運 転 酒 気 を 帯 び て 自 動 車 等 を 運 転 す る 行 為 

二 自 動 車 等 道 路 交 通 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 五 号 ） 第 二 条 第 一 項 第 九 号 に 規 定 す

る 自 動 車 、 同 項 第 十 号 に 規 定 す る 原 動 機 付 自 転 車 及 び 同 項 第 十 一 号 の 二 に 規 定 す る 自

転 車 

三 飲 食 店 営 業 者 酒 場 、 料 理 店 そ の 他 酒 類 を 専 ら 自 己 の 営 業 場 に お い て 飲 用 に 供 す る

こ と を 業 と す る 者 

四 酒 類 販 売 業 者 酒 税 法 （ 昭 和 二 十 八 年 法 律 第 六 号 ） 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 酒 類

の 販 売 業 免 許 を 受 け た 者 

（ 県 の 責 務 ） 
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第 三 条 県 は 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 策 定 し 、 及 び 実 施 す る

責 務 を 有 す る 。 

２ 県 は 、 県 民 、 事 業 者 等 が 行 う 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 取 組 に 関 し 、 必 要 な 支 援 を 行 う

も の と す る 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 県 民 の 努 力 ） 

第 四 条 県 民 は 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 取 組 を 自 ら 進 ん で 行 う よ う 努 め る と と も に 、 県

そ の 他 の 者 が 行 う 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 施 策 又 は 取 組 に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す

る 。 

（ 事 業 者 の 努 力 ） 

第 五 条 事 業 者 及 び 事 業 者 団 体 は 、 そ の 事 業 の 特 性 を 踏 ま え つ つ 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す

る 取 組 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。 

２ 飲 食 店 営 業 者 は 、 前 項 の 取 組 を 行 う に 当 た っ て は 、 酒 類 の 提 供 を 受 け る 者 が 提 供 さ れ

た 場 所 か ら 移 動 す る に 際 し て 、 飲 酒 運 転 が 行 わ れ な い よ う 特 に 配 慮 す る よ う 努 め る も の

と す る 。 

３ 酒 類 販 売 業 者 は 、 第 一 項 の 取 組 を 行 う に 当 た っ て は 、 酒 類 を 購 入 す る 者 が 購 入 し た 場

所 か ら 移 動 す る に 際 し て 、 飲 酒 運 転 が 行 わ れ な い よ う 特 に 配 慮 す る よ う 努 め る も の と す

る 。 

（ 基 本 計 画 ） 

第 六 条 知 事 は 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 飲 酒

運 転 根 絶 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 基 本 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め な

け れ ば な ら な い 。 

２ 基 本 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。 

一 次 条 に 規 定 す る 教 育 及 び 知 識 の 普 及 に 関 す る 事 項 

二 第 八 条 に 規 定 す る 再 発 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項 

三 第 九 条 に 規 定 す る 受 診 義 務 に 関 す る 事 項 

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推

進 す る た め に 必 要 な 事 項 

３ 知 事 は 、 基 本 計 画 を 策 定 し 、 又 は 変 更 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 議 会 に 報 告 す る

と と も に 、 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 

４ 知 事 は 、 毎 年 一 回 、 基 本 計 画 に 基 づ く 施 策 の 実 施 状 況 に つ い て 議 会 に 報 告 す る と と も

に 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 教 育 及 び 知 識 の 普 及 ） 

第 七 条 県 は 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 教 育 及 び 知 識 の 普 及 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る

も の と す る 。 

２ 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 そ の 他 の 教 育 機 関 は 、 そ の 性 格 に 応 じ た 飲 酒 運 転 の 根 絶 に

関 す る 教 育 を 行 う よ う 努 め る も の と す る 。 

（ 再 発 防 止 の た め の 措 置 ） 

第 八 条 県 は 、 飲 酒 運 転 を し た 者 に 対 し 、 飲 酒 運 転 の 再 発 防 止 の た め の 教 育 そ の 他 必 要 な

措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

（ 受 診 義 務 ） 
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第 九 条 県 内 外 に お い て 道 路 交 通 法 第 百 十 七 条 の 二 第 一 号 又 は 同 法 第 百 十 七 条 の 二 の 二 第

三 号 の 違 反 行 為 を し た 県 民 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 飲 酒 運 転 違 反 者 」 と い う 。 ） は 、 知

事 が 指 定 す る 医 療 機 関 に お い て 、 ア ル コ ー ル 依 存 症 に 関 す る 診 断 を 受 け 、 知 事 に 対 し 、

当 該 診 断 を 受 け た 旨 を 報 告 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 既 に ア ル コ ー ル 依 存 症 と 診 断

さ れ て い る 者 そ の 他 の 三 重 県 規 則 で 定 め る 者 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。 

２ 知 事 は 、 三 重 県 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 飲 酒 運 転 違 反 者 に 対 し 、 前 項 に 規 定 す る

受 診 及 び 報 告 を 行 う べ き 旨 並 び に 当 該 受 診 及 び 当 該 報 告 の 期 限 を 通 知 す る も の と す る 。 

３ 知 事 は 、 前 項 に 規 定 す る 通 知 を 受 け た 飲 酒 運 転 違 反 者 が 同 項 に 規 定 す る 報 告 の 期 限 ま

で に 第 一 項 に 規 定 す る 報 告 を し な い と き は 、 当 該 飲 酒 運 転 違 反 者 に 対 し 、 同 項 に 規 定 す

る 受 診 及 び 報 告 を 行 う よ う 勧 告 を す る こ と が で き る 。 

４ 飲 酒 運 転 違 反 者 の 家 族 等 は 、 当 該 飲 酒 運 転 違 反 者 が 第 一 項 に 規 定 す る 受 診 及 び 報 告 を

し な い と き は 、 当 該 飲 酒 運 転 違 反 者 に 対 し 、 同 項 に 規 定 す る 受 診 及 び 報 告 を 行 う よ う 促

す 等 適 切 な 対 応 に 努 め る も の と す る 。 

５ 知 事 は 、 医 療 機 関 の 指 定 等 第 一 項 に 規 定 す る 事 務 に 必 要 と な る 事 項 を 定 め る も の と す

る 。 

６ 公 安 委 員 会 は 、 知 事 に 対 し 、 第 二 項 に 規 定 す る 事 務 に 必 要 と な る 飲 酒 運 転 違 反 者 の 情

報 の 提 供 を 行 う も の と す る 。 

７ 第 一 項 に 規 定 す る 診 断 を 行 っ た 医 療 機 関 は 、 診 断 の 結 果 、 ア ル コ ー ル 依 存 症 と 診 断 さ

れ た 者 に 対 し 、 ア ル コ ー ル 依 存 症 の 治 療 に 関 し 、 積 極 的 に 助 言 及 び 指 導 を 行 う よ う 努 め

る も の と す る 。 

 

 

 

め 、 

 

 

 

（ 相 談 ） 

第 十 条 県 は 、 飲 酒 運 転 を す る お そ れ の あ る 者 及 び そ の 家 族 等 か ら の 相 談 に 応 じ る た め に

必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

（ 情 報 の 提 供 等 ） 

第 十 一 条 県 は 、 県 民 、 事 業 者 等 が 行 う 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 す る 取 組 に 資 す る た め 、 飲 酒

運 転 の 状 況 に 関 す る 情 報 の 収 集 、 整 理 及 び 分 析 を 行 い 、 適 宜 、 そ の 結 果 の 提 供 を 行 う も

の と す る 。 

（ 推 進 運 動 の 日 ） 

第 十 二 条 県 民 の 間 に 広 く 飲 酒 運 転 の 根 絶 に つ い て の 理 解 と 関 心 を 深 め る よ う に す る た

三 重 県 飲 酒 運 転 〇
ゼ ロ

を め ざ す 推 進 運 動 の 日 を 設 け る 。 

２ 三 重 県 飲 酒 運 転 〇
ゼ ロ

を め ざ す 推 進 運 動 の 日 は 、 十 二 月 一 日 と す る 。 

３ 県 は 、 三 重 県 飲 酒 運 転 〇
ゼ ロ

を め ざ す 推 進 運 動 の 日 に は 、 そ の 趣 旨 に ふ さ わ し い 行 事 が 実

施 さ れ る よ う 努 め る も の と す る 。  

（ 表 彰 ） 

第 十 三 条 知 事 は 、 飲 酒 運 転 の 根 絶 に 関 し 顕 著 な 功 績 が あ る と 認 め ら れ る 県 民 等 に 対 し 、

表 彰 を 行 う こ と が で き る 。 

（ 委 任 ） 

第 十 四 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 三 重 県 規

則 、 三 重 県 教 育 委 員 会 規 則 又 は 三 重 県 公 安 委 員 会 規 則 で 定 め る 。 
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   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 五 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 九 条 の 規 定 は 、 平 成 二

十 六 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 調 整 規 定 ） 

２ 前 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 が 道 路 交 通 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二

十 五 年 法 律 第 四 十 三 号 ） 第 一 条 の う ち 道 路 交 通 法 第 百 十 七 条 の 二 の 二 中 第 四 号 を 第 六 号

と し 、 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で を 二 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 条 に 第 一 号 及 び 第 二 号 と し て 二 号

を 加 え る 改 正 規 定 の 施 行 の 日 前 で あ る 場 合 に は 、 当 該 改 正 規 定 の 施 行 の 日 の 前 日 ま で の

間 に お け る 第 九 条 第 一 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 同 法 第 百 十 七 条 の 二 の 二 第

三 号 」 と あ る の は 「 同 法 第 百 十 七 条 の 二 の 二 第 一 号 」 と す る 。 
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規 則 
 

 

 

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

を こ こ に 公 布 し ま す 。 

  平 成 二 十 五 年 六 月 二 十 八 日 

三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬 

三 重 県 規 則 第 七 十 五 号 

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

規 則 

三 重 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 に 基 づ き 市 町 が 処 理 す る 事 務 の 範 囲 を 定 め る 規 則 （ 平 成 十 二 年 三 重 県 規

則 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

別 表 第 十 二 号 の 七 の 項 中 「 別 表 第 二 の 六 の 三 の 項 ニ 」 を 「 別 表 第 二 の 六 の 三 の 項 ヘ 」 に 改 め 、 同 表 第 二 十 二 号

の 二 の 項 を 削 る 。 

附 則 

こ の 規 則 中 別 表 第 十 二 号 の 七 の 項 の 改 正 規 定 は 平 成 二 十 五 年 九 月 一 日 か ら 、 同 表 第 二 十 二 号 の 二 の 項 を 削 る 改

正 規 定 は 同 年 七 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 

 

 

告 示 

 

三重県告示第 428 号 

 道路法（昭和 27 年法律第 180 号）第 10 条第 1 項の規定に基づき、次の県道の路線を平成 25 年 7 月 1 日に廃止

します。 

  なお、関係図面は、三重県県土整備部道路管理課に備え置いて、平成 25 年 7 月 1 日から 2 週間縦覧に供します。 

    平成 25 年 6 月 28 日             

                                                 三 重 県 知 事  鈴  木  英  敬   

起点 整理

番号 
路線名 

終点 
重要な経過地 備考 

朝日町 
501 朝日川越線 

一般国道 23 号交点 

 

宮川停車場 
531 宮川停車場線 

一般国道 23 号交点 
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